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「総合的な学習の時間」への状況論的アプローチ

一職業体験学習を考える一

若 槻 健

【要 旨】

本稿では、2002(平 成14)年 度 から学校教育で開始される 「総合的な学習の時間」について、特に 「職業体験学

習」の実践をとりあげ、それが従来の授業とどう違うのか、または変わらないのか 「正統的周辺参加」の視点から

考察する。「総合的な学習の時間」は、これまでの授業が画一的で知識詰め込み型であったという反省から、課題

学習や体験的な学習、「ボランティア」などの子ども中心の学習活動を中心とすることによって、今日的な教育的

課題に関して子どもが自らの興味関心をもとに主体となって追求し、課題解決を図り、考え方をまとめて発表する

という活動を行うことが期待されており、従来の授業の枠組みを越える可能性を持っている。本稿では 「職業体験

学習」が特に 「他者との協同性」と 「知識の状況依存性」という2点 において従来の授業と異なっており、生徒の

学びを拡張する可能性を有していることを示 した。

1.は じめに

周知のとおり、2002(平成14)年度から 「総合的な学習の時間」が学校教育で開始されるが、すでに各小

中学校ではさまざまな実践が行われている。「総合的な学習の時間」は、これまでの授業が画一的で知識

詰め込み型であったという反省から、課題学習や体験的な学習、「ボランティア」などの子ども中心の学

習活動を中心とすることによって、今日的な教育的課題に関して子どもが自らの興味関心をもとに主体 と

なって追求し、課題解決を図り、考え方をまとめて発表するという活動を行うことが期待されている。

本稿では、総合的な学習の実践の中から大阪府下のある中学校で行われている職業体験学習についてと

りあげ、それが従来の授業とどう違うのか、または変わらないのかを、「正統的周辺参加」(レイヴとウェ

ンガー.訳書.1993)の視点から明らかにすることを目的とする。

2.「総合的な学習の時間」をめぐる議論 一 「生きる力」 とは

1996(平 成8)年 の中央教育審議会 「21世紀を展望 したわが国の教育の在 り方」第一次答申によれば

「総合的な学習の時間」は、「生きる力」を育成するために不可欠であるがために新設するとされている。

その 「生きる力」とは 「自ら学び、自ら考え、主体的に判断し、よりよく問題を解決する資質や能力」の

ことであり、「情報の集め方、調べ方、まとめ方、報告や発表・討論の仕方などの学び方やものの考え方」、

「問題の解決や探究活動に主体的、創造的に取り組む態度を育成すること」、「自己の生 き方について自覚

を深めること」であるとされている。またその際には 「一人ひとりの個性を生かし」、児童 ・生徒の 「能

力 ・適性、興味 ・関心」に応じることが重要視されているD。 これを従来の教科教育への批判と対照させ

て言いかえると、画一的な教育ではなく 「個性」を重視 した教育、受動的に教師から知識を伝達されるの

ではなく自ら対象にのぞむ 「主体性」を重視し、あらかじめ定められた具体的な知識内容(what)の獲得よ

りも 「学び方」(howto)を 重視する学習である、となるだろう。

この文部省型 「総合的な学習の時間」案には様々な危惧が指摘 され、代替案が提出されているが2>、こ

れらについての考察は本論文の目的の範囲を大きく超えるので触れない。ここでは、文部省型 「総合的な

学習の時間」案が持つ特徴として、① 「個性」の重視②児童 ・生徒の 「主体性」の重視③ 「学び方」を身

につけることの重視、という3点 を確認しておきたい。
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3.正 統的周辺参加と学校という実践共同体

正統的周辺参加の立場に立つ人たちは、すべての学習が状況に埋め込まれており、学習者の知識や技能

の獲得を社会文化的実践者の共同体への参加の過程としてとらえる。そこでは学習は、この生きられた世

界での生成的な社会的実践の欠くことのできない一部なのであり、それは学校教育をはじめとする意図的

な教育に限定されない私たちの日常生活での実践に付随するものだと言える。個人個人の学習という視点

からすれば、私たちは日常生活の中でさまざまな実践共同体に参加 しており、他の熟練、新参の参加者と

の相互作用(と もに実践すること)に よってそれぞれの実践共同体の信条の体系を身につけていくのであ

る。逆に実践共同体の成立という視点からすれば、ある社会文化的状況下における参加者同士の相互作用

の網の目が、実践共同体そのものであると言えるだろう。それぞれの実践共同体は、人々の参加によって

成立し、再生産3)さ れているのである。

レイヴとウェンガーは正統的周辺参加の概念を提出するにあたり、ヴァイ族とゴラ族の仕立屋の実践共

同体を例示 している4>(訳書.1993.48-52頁)。そこには親方と職人、さらにより未熟な徒弟たちが仕事に従

事しており、徒弟はそこで簡単でかつ重要でない仕事から覚えていき、最終的には親方へと成長していく。

徒弟ははじめに帽子とズボン下、普段着のくつろいだ子ども服の作り方を学ぶ。その後に、外出着のフォ
ーマルな衣服作りを覚え、最後には高級スーッを作るに至った。また徒弟は衣服の製造過程を逆にたどる。

すなわち衣服の製造の仕上げの段階(ア イロンかけなど)を 学習することからはじめ、それからそれを縫

うことに、そしてあとになって初めて裁断の仕方を学ぶのである。この順序には大きな意味がある。製造

のステップを逆にたどることは、例えばボタンを付けることが最終的な衣服とどういう関係になっている

のか、また縫う段階ではなぜその前段階の裁断がそのようになされているのかを考える機会を提供する。

さらにこの順序づけは失敗経験、特に重大な失敗経験を最少にする。このことは実際の仕立てに参加しな

がら、つまり経済活動に参加 しながら、学習を進めていく例であることを意味する。いくら徒弟といえど

もその仕事は全体の生産過程に影響を与えるのだから、失敗はできるだけ起こらないように学習ステップ

が組織されているのである。徒弟は生産過程を離れて学習するわけではない。仕立屋という実践共同体の

目的、つまり眼前の衣服を仕立てるという目標を親方や職人、他の徒弟たちと共有し、それを実践しなが

ら自らの学習を進めていくのである(=正 統的周辺参加)。

それでは学校教育は正統的周辺参加とは別の原理で構成されているかと言えばそうではない5)。正統的

周辺参加はそれ自体は教育形態ではなく、学習を分析的に見る一つの見方であり、学習というものを理解

する一つの方法である。つまり学校での学習は、学校またはその教科の授業の実践共同体の実践への参加

というかたちで、学習者はその実践共同体の正統的周辺参加者となっていっていると言えるのである。例

えば高等学校での物理の学習は 「高校の物理の授業」という実践共同体を再生産 しているのだと言えよう。

ブラウンらはこれを指 して、学校で行われる授業を真正の活動に対して 「模造品的」活動であると批判す

る。「本物の活動が教室に持ち込まれるときにその活動の文脈は必然的に姿を変える。すなわち、教室で

の課題、学校文化の一部となるのである」(訳書.1992.40頁)6)と 。同様に上野(1992)も学校で算数を学習

する/し ないということは、学校でのみ通用する言語ゲームへの参加/不 参加にすぎないのではないかと

指摘する。

つまりはそれぞれの実践共同体で認められている信条め体系が、学校教育 と日常生活では異なっている

のである。学習活動の組織のされ方、新参 ・古参の参加者の関係(学 校でいえば、教師と生徒の、または

生徒と生徒の関係)が 異なっているわけである。レズニック(1987)は状況論の立場から学校での学習を日

常生活での学習との対照で示している。それは1(共 有された=分 散された認知に対する)個人的な認知、

H(道 具の操作に対する)純粋な精神活動、皿(文脈にあてはめられた推論に対する)シンボルの操作、IV(状

況限定的な=依 存的な能力に対する)一般化された学習の4点 である。』

1.学 校 では通常、子 どもたちは与 えられた課題を独力で(foroneself)解 決 することがが求められる。例 え

ば、算数の計算式 を解 くこと、本 を読む ことなど。他人の手助けを借 りることは認め られない。漢字

がわか らない子 どもは本が読めない ことになる。 しかし日常生活では、私たちは課題を独力で解決す
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ることは非常に少ないのである。複雑な課題に対 しては、私たちは他者との分業によってそれを解決

する。ハッチンス(訳 書.1992)は 船の航行チームのメンバーが船の位置決めを分業で行 う様を認知

の分散システムによ.って明らかにしている。この場合、課題解決の過程から結果までをメンバーは共

有することになるが、学校での学習課題はそれが全て個人の責任となるという特徴がある。

H.学 校での学習では道具の使用に制限がなされていることは改めて指摘することもないかもしれない。

例えば算数の時間に計算機を使用することは通常認められていない し、歴史上の出来事は頭の中に暗

記することを求められる。つまり 「手ぶら」の状態での 「能力」が求められるのである。 しかし日常

生活で私たちは多くの道具に依存 して生活している。手元にある道具をわざわざ使わないで課題を自

力で解決しようなどとはしない。

皿.日 常生活での認知活動では、私たちはしばしば物理的な条件や事象を(そ れを表象するシンボルを利

用せずに)直 接に利用して推論をする。しかし、学校での学習ではそうした諸条件を参照することは

認められず、純粋にシンボル(計 算式や化学式など)を 操作することが求められる。

IV.学 校では一般的で、広 く使えるスキルや理論的原理を学習することが期待されている。そこにはある

文脈から別の文脈への 「転移」が起きるという前提がある。し汐・し私たちが日常生活で獲得するスキ

ルや知識というのはそれが利用される状況に独特のものである。..

以上のことをふまえて次の問いをたててみる。それでは、従来の学校での学習を超えようとする 「総合

的な学習」の取り組みの一つである職業体験学習において、子 どもたちはいったい何を学んでいることに

なるのだろうかと。職業体験学習は、学校外の実践共同体への参加であると同時に学校教育の一環として

行われているものであり、その性格はあいまいなものである。

4.職 業 体験 学習 一生徒の感想文 よ り

「正統的周辺参加」 に従 えば、職業体験学習 は、それぞれの職場 という実践共同体への参加 とい う視点

から捉 えることが出来る7。 では、それぞれの職場に参加することによって、生徒たちは仕事そのものや

職場の人々とどの様 な関係 を結 んでいるのだろうか。その関係 によって、そこで生起 している学習が特徴

づけられる。 ここでは、大阪府下のある公立中学校の職業体験学習 をとりあげ、特に生徒たちの体験後の

感想文 を分析することで、彼 らが(主 観的 に)ど んな体験 をしているのか、その特徴 を明 らかにしてい く。

J中 学校では2年 時 に人権総合学習 として 「働 く」 とい うことをテーマに した一連の学習 を展開する中

で職業体験をお こなっている。体験期間は3日 間であった。データとなる感想文 は1999(平 成11)年 度 の2

年生126名 の ものである8。

【実践概要】

趣 旨 ・ね らい

「働 く」 とい うことをテーマ と して、個 々の社会認識 や 自己認識 を高 めるために、特別 活動 と道徳 の授 業の一環 と して位 置

づけた、人権 を基盤 と した総 合的 な学習。

学習 の展 開
1.導入 と して 「15才とい う年」 とい う文章 を読 み"働 く"意 味や"勉 強 するこ と"の 意味 を考 える。

2職 業 を選 ぶ ときに 自分 な らば何 に こだわるのかについて考 える。採用 時の社用紙 の問題点 を考 える。

3部 落差別 の ビデ オを見 、社 用紙に見 られる問題 を変 えて きた力 に気 づ く。

4.さ まざまな職業につ いている人か ら仕事へ の思いについ て話 を聞 く。

5.職業体 験学習一職場 の一員 と して3日 間働 く。

6保 護者 か ら"働 く"時 に 「人 とのつ なが り」 で大切 に して いるこ とや苦労 して いるこ とについて各 自話 を聞 く。

7.今回 の 「働 く学活」 を振 り返 り冊子 にする。

8.学年集会 で、体験の交 流。

(9.ボラ ンテ ィア体 験学習に参加)… 希望者のみ

体験先の決定

基 本的 には各自の主体 的な活動 を大切 に して職 業体験 が出来 るよ うに、受 け入れ先 を生徒本人 が さが して 、体験 を申 し込 み

に行 く。

体験先一覧一注9》 を参照
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生徒たちの感想文には共通 してあ らわれるフ レーズがある。 このフレーズの出現頻度 をまとめたのが表

1で ある。

表1「出てくるフレーズ」

体験先グループ 人数 しんどさ 楽しさ うれしさ し鳩、縫験になった やさしくしてもらった 店の人のこだわり・がんばり

小学校・幼稚園・保育駈 32 26 26 16 9 6 11

痛院・老人ホーム 9 9 3 o 5 3 2

小売店 20 15 12 7 9 7 5

本屋・CD膣 16 13 6 4 8 5 3

コンビニ 13 9 7 6 5 5 4

ぺ外関遭 13 9 9 5 3 4 冒

ファーストフード 7 6 4 4 4 5 1

弁当・パン・ケーキ墨 5 2 0 3 3 3 3

理響店・美審室 2 2 1 1 1 1 1

その他 16 14 7 2 8 3 6

総計〔パーセント) 133 105(7鰭) 75(5鮒 銘(鋤55(欄 42(3鮒 37(2部)

体験先グループ
またやりたい 緊張した 仕事の内響でわか

ったこと

できるよう1:オった 今後に活かしたい 困った あいさっがで音なく

て

小学校・幼稚園・保育所 12 了 3 6 6 9 0

病競・老人ホーム 3 2 5 3 百 4 o

小亮店 6 6 4 5 3 4 3

本鰹・CD醒 3 9 4 6 4 1 3

コンビニ 4 1 4 4 2 2 4

ぺ外関遮 5 5 5 2 3 3 1

ファーストプード 2 3 3 3 2 0 3

弁当・パン・ケーキ■ 1 2 0 3 0 0 o

理喜店・襲審室 1 1 o 0 0 0 1

その他 2 2 8 2 4 0 3

総計 39(2鰭) 38(蹴) 颯2瑚 織鮒 25(醐 23(1鴨) 18(14瓢)

匿

体験先グループ 懇られた 体験前の不安さ 達成感 体験先への感謝 ほめられた 職象体験学習への枇制

小学校・幼稚園・像育所 1 4 1 .1 0 o

癖院・老人ホーム 2 1 0 0 0 0

小亮店 2 1 2 0 0 1

本畳・CD屋 5 0 , 0 0 0

コンビニ 1 1 1 1 0 o

べ外関遡 1 1 1 2 1 0

ファーストフード 葺 0 1 0 1 0

弁当・パン・ケーキ屋 0 0 1 1 0 0

理響店・農審室 1 0 0 o 0 0

その他 0 ・1 00 0 0

総計 1獅 髄 9σ%) 8㈲ 駅4覧) 獅 〕 1(書瓢)

最 もよ くみられるフレーズは 「仕事の しんどさω、大変 さ」を実感 した とい うものである。学校ではた

だ自分の座席 に座 っていれば一 日が終 わるが、職場で はそ うはいか ない。「たちっぱな しで しん どい」、
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「休憩時間が短い」、「掃除ばかりで しんどい」、「品出しが重くて大変」など、仕事そのものの大変さを生

徒たちは実感を伴った形で学んでいる。

体 験先 セ ブンイ レブン

1日 目は店 の掃除 、店 の周辺 の掃 除 を した。店 に来 る人にあい さつをす るのが少 し恥 ずか しか った。たば こや落 ち葉、

袋がた くさん落 ちていて掃除 している と腰 が痛 くなった。2日 目は品 出 しと掃除 をした。 ドリンクの冷蔵 庫の中 に入 って

足 りな い飲 み物 を入 れてい った。 かな り寒 かった。2日 目も店の掃除 をした。 あ と商 品の足 りない物 を店 の奥か ら出 して

きた。3日 目は窓 ふ きと店の掃除 をした。窓ふ きを した とき、意外 と指 紋な どが付 いていた。 あいさつをするの もあまり

恥ずか しくな くなった。3日 目も店 の掃除 を した。掃 除が第一 なんだろ うな と思 った。 しん どかったけ ど、それ で仕事 の

つ らさや厳 しさもわか ったので ためになった な一と思 った。

体験先CutHouse

3日 間体 験 して_。 いつ も学校 行 くの だるい って思 ってた。勉 強 とかすんの もずっと座 って てだるい と思って た。 でも

3日 閤体験 しては じめてや っぱ学校 行って た方 がい いって思った。友達 もい っぱいお る し、ち ゃん と1時 間 に1回 は10分

も休み がある し。 だか らお母 さんが 「学 校の方 が楽」 って言 って たんも、た った3日 間 やった けどわか った気 がする。

私 たちが行ったCutHouseは ず っと立 ちっ ぱな しで すっ こい腰が痛 かった。私 らは8時 間働 かせても らった けど、約8

時間 は立 ってたって言 ってもいい くらい ずっ と立って た。 でも私 らは8時 間 も働 いた けど、 スタ ッフの人 はそれ以上 に働

いて いる し3日 間だ けじゃない し。 それ が毎 日で当た り前 のこ とやか らや っぱす ごい って思 った。私 がお客 さんの前 で後

ろ向 きに立 ってた ら後 で注意 を された。 ただ後 ろ向 きに立 ってただ けやの にって思 った けど、スタ ッフの人に とってはそ

れ はすっこい非 常議 な ことや ねんなって思 った。3日 間だ けや ったけどめっ ちゃいい体験 した。

しか し、それと同時に 「楽 しい、お もしろい」や 「うれ しい」 といったフレーズ も多 くの生徒 に共通 し

てみられる。「しんどいけれども楽 しい」 または 「充実 している」。ただ単に 「しんどい」とだけ感想 を残

した生徒は少 なく、頻度は低 くなるが 「ためになった」 「またや りたい」 など他 にも多 くが何 らかの肯定

的感想 を伴 っている。

それでは、彼 らは何に対 して 「楽 しい」 とか 「うれ しい」 と感 じたのだろうか。漠然 と楽 しかったと答

える生徒 も多いが、具体的な理由が特定で きる ものを拾 うと表2の ようになる。

表2 「何が 『楽 しい』 ・ 「うれしい」のか」

楽しさ 動物の世話が出来て ・なついてくれて

職場の人がやさしくて

子どもたちがなついてくれて ・遊べて

店員さんが楽 しく働いているのを見るだけで

仕事そのもの

店の人が真剣にいろいろ教えてくれて

仕事がわかってきて

うれしさ 店の人がよくしてくれて

自分たちの作ったドーナツが買われていって

難 しかったケーキ作 りが出来て

子どもたちと仲良くなれて

本を読んであげたら喜んでくれて

先生と呼ばれて

お客の役に立って
一緒に遊ぼう・食べようといわれて

上手 くできたと店の人にほめられて

自分がカバーかけした本を誰かが読むと思うと

ジュース代をもらって何だか給料をもらった気になって

映画のパンフレットが1枚 も売れなかったのを店の人になぐさめてもらって
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「楽 しさ」 や 「うれ しさ」は、職場 の他 の成員 との関係 の中で語 られることが多 いことがわかる。「職

場の人がや さしくして くれて」 というフレーズがよ く出て くること(表1参 照)も 他者 との関わ りが仕事

を楽 しい ものに してい ることを証明 している。仕事 という同 じ課題 に他 のメ ンバ」と協働 して取 り組むこ

とが 「楽 しさ」や 「うれ しさ」の源泉になっている。

さらにそれ と同時に自分がその関係(実 践共同体)の 中で必要 とされている、役 にたっている とい う感

覚が 「うれ しさ」 を生みだ していることもわかる。ただ単 に何か仕事が出来るようになった とい うだけで

な く、そのことが同時 に他の人 に貢献することに もつながっている。

体験先 ミス ター ドーナ ツ

ぼ くは今回の職業体 験 を してとても楽 しか った と思 う。最初 の 日はすご く緊張 した。最初 ドーナ ツ作 りを した。他 の人

の ロの中に入 るものだか ら・手 も3回 も洗 って爪の問 まで洗 わ なきゃな らなか った。 は じめ ドーナ ツにチ ョコ を付 けるのを

やった。意外 と簡単 だって思 った。次に前に出て接客 を した。 は じめ何 を して いいかわか らなか った。 ドーナ ツを箱 に詰

める仕 事 を した。入 れるのが難 しかった けど、詰 め終 わ って相手 の人に渡 したときあ りが とうと書 われて うれ しかった け

ど、お客が帰 るとき全 然声が出 なかった。恥 ずか しか ったか ら言 えなかった。

1日 目が終 わって足 が痛 か ったか ら3日 間 も持つ のかわか らなかった くらい しんどかった。昼休みの時 、 自分の作 った

ドーナツ を食べ たけ どけ っこうおい しか った。い ろんな ドーナ ツを作 った。 それ をお客 さんが買 ってい くのが うれ しかっ

た。3日 目はちょっ とは声 も出た。この仕 事 をや ってよか ったと思 った。お客 さんと接 する この仕事 をやって充実 した と

思 った。

体 験先 ファミ リーマー ト

何 より一番思 ったの は しんどかった。で も楽 しかった。す ご くや さしい人 ばっか りだったので 、ここ を選ん でよかった

と思 う。3日 目に トイ レを案 内 してお客 さんに感謝 され たとき、みんな こうゆ うこ とのため にや ってい るのか 、や りがい

を感 じているのか と思 った。商 品 を袋に入 れるのが、なか なか難 しか ったけど、店員 さん はすぐできたので さすがだな と

思い 、なぜか自分 もいつ かこ うい う風に なろうと思 った。慣 れて くるうちに学校 よ りこっちの方 がいい とも思 うよ うに な

っていた。 はじめは何 で こんなこ と しない とい けないんだ、 も ういや だ一 とか言 ってたけ どけっこ う楽 しかった。「い ら

っ しゃい ませ」、「ありが と うご ざい ま した」。 この2つ を言 うの が何 かす ごい好 きで、休憩時 間 まで言 い そうにな った。

本当 によかった。 またや りたいです。

↓

i他者 との関係 を志向 していることと、(共 同体の一員として)自 己が役に立っているという感覚1

も う一点感想文 から気がつ くのは、(単 なるお題 目で はな く)具 体的な主体 との相互作用や、仕事 を実

際 に経験す ることを通 して、仕事や仕事 をす る人たちの思いが理解 されていることである。仕事 のしんど

さや楽 しさ、うれしさは体験を通 しての感想であるし、仕事で注意 しなければならないこともその現場の、

自分が仕事 をするのに即 して学ばれている。仕事 を している大人の思いも一緒に働 く中で共感 と共に理解

されている。

体験先 しろば ら幼稚 園

…いろ いろな話 を聞 かせて くれた大田先生 は、 しろば ら(幼 稚 園)に 来 て何年 に もな るそ うで す。初 めの一 年 はとて

も苦 しい と言 っていま した。で も楽 しいこ とも うれ しいこ ともあるか らこの仕事 を続 けてこれた と言 ってい ま した。子 ど

もとつ き合 うの は とても難 しいことがみんな と接 してみて自分 なりにわか った。 この ことを参考に していい職 業 につきた

い です。

体験先 うえだ下田部病院

…いろん な仕 事 をさせて もらった けど、私 は食事運 びが一番楽 しかった。食事 を運ん でいる と、 どこに どんな患者 さ

ん がいるかわか る し、患者 さん と話が出来 たりするか らだ。 …
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体 験先 あけぼの書店

3日 間体 験 して私が思 っていたの と少 し違 った。本屋 はレジの前に立 っていた らい いのかな と思 ってい たけれ ど、やっ

てみてそれだ け じゃな くて本 にカバー をっけた り品 出 しを したり して けっこうつかれ るんだな あとや ってみ てわかった。

店長 さんも店員 さんもや さ しくて、私 が困った り した ときにいろいろ と教 えて もらえてこの店 でよかったな あと思 った。

仕事 の内容 の他 に 、私 が将来 や りた いと思 っていた仕事(マ ンガ家)の や り方 まで教 えても らえたか らす ごくよかったな

と思 った。…

↓

匡体を媒介した(ま たは経験に裏打ちされた)知 識1

5.職 業体験学習の特徴

生徒たちの感想文から職業体験学習において特徴的にみられる二つの傾向が明らかになった。すなわち

①実践共同体の一員としての自己の強調②主体との結びつきを強調した(ま たは経験に裏打ちされた)知

識である。この傾向は従来の学校での学習と対照的であるだけでなく、それを打開しようと推奨されてい

る文部省型 「総合的な学習の時間」論 とも違いを見せている。

5-1二 つの志向性

①実践共同体の一員としての自己の強調

職業体験学習では、自分が仕事が出来るようになったことはその実践共同体の中での貢献度を高めるこ

とと裏表になっており、そのことが自分自身の存在価値を高めることになっている。このことは、達成し

た成果が個人個人のものである従来の学校教育と対照的である。この点では 「個人の興味 ・関心に応じた」

ことをうたう文部省型 「総合的な学習」とも対照的である。例えば、自分の 「興味 ・感心」に基づいて一

人一人が聞き取 りや書物をあたることで、調べ学習を進めていく場合、彼らが質問をする相手は、学習の

「対象」であって、共に何かをやり遂げる 「主体」ではない(こ うした学習を 「非参加型総合的な学習」

と名付ける)。なぜなら両者は、同じ実践共同体に属していないのだから。このことをまとめると以下の

ようになる(表3)。

表3 「学習の協働性/個 別性」

職業体験学習 非周辺参加型総台的な学習 従来の学校での教科学習

目標 賄 個別 共通

方法 個別 個別 共通

プロセス 脳 個別 個別

成果(評価) 鮪 個別 個別

職業体験学習では、それぞれの仕事において共通の目標(仕 事の達成)に 向かって課題を協働で行い、

かつその成果を共有している。例えば ドーナッ屋で働いた生徒はドーナツを作ったり、レジをしたり、掃

除をしたりと他の従業員と分業しながら、おいしい ドーナツをお客さんに気持ちよく買ってもらうという

共通の目標に向けて働き、そして実際の売り上げという評価を共有 しているω。これに対 して個を重視す

る総合的な学習では学習は個人で完結している。従来の学校教育は共通の目標を共通の方法(例 えば一斉

授業)で 個人個人が個別に行い、その成果(評 価)も 個別に判断される。前述のレズニックの指摘に重ね

れば1の 【共有された罵分散された認知/個 人的な認知】の図式があてはまると言えよう。
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②主体との結びつきを強調 した(ま たは経験に裏打ちされた)知 識

職業体験学習で得た仕事についての知識が、経験に裏打ちされ、実感を伴ったものであることは既に見

たとおりである。彼らがそれぞれの職場で学んだことは、たとえば、病院で働いた生徒の感想一食事運び

のときには患者さんと接することが多いから、どの患者さんがどんな状態なのかを知るのに大切な時間

だ一といったように、働くというその場の状況に埋め込まれた形で存在している。

これとは対照的に、従来の学校での教科学習では、知識は文脈から離れた 「抽象的」ω なものとして

獲得されている。従来の学校での教科教育の知識観では、様々な文脈で適用可能な 「脱文脈的」=「 抽象

的」な知識が存在すると考えられてお り、その 「脱文脈的」知識を教えるのが教科教育であり、そこで獲

得された知識は将来の生活の様々な場面で応用的に生かされると信 じられているのである13)。まずは基礎

となる 「脱文脈的」=「 抽象的」な知識が獲得 され、そのあとにそれぞれの現場で前もって獲得された知

識が生かされるというわけであるコ4)。したがって学校では文脈に依存したような問題解決(の 方法)は 認

められない。日常生活で私たちが問題を解決するために利用する様々な資源(そ れによって個々の文脈は

形成されている)へ のアクセスが制限または禁止されているのである。前述のレズニックの皿 【文脈にあ

てはめられた推論/シ ンボルの操作】およびIV【状況限定的な=依 存的な能力/一 般化された学習】の図

式がここにはあてはまると言えよう15)。

また、生徒たちは職場の人たちと同じ仕事に取り組むことで、彼らの仕事に対する思いも共感を持って

受けとめている。すなわち、一緒に働いた具体的な何々さんを通 しての知識である。ヴィゴツキーは 「最

近接発達領域」の概念で子どもの学習における他者の影響力を重視したが、そこで彼が想定していた他者

は、まさにこうした具体的で、共に同じ課題に取り組む人なのではないだろうか。ヴィゴツキーは最近接

発達領域を 「自主的に解答する問題によって決定される現下の発達水準と、子どもが非自主的に共同の中

で問題を解く場合に到達する水準 との間の相違」(訳書.1962.下巻89頁)と定義 しており、そこでは共に主

体同士として課題に取り組むことが子どもの発達を促すことが主張されている。また、この場合の他者と

は佐藤の指摘するようように、必ず しも大人をはじめとした自分 よりも能力の高い人に限られない

(1999.35-36頁)と理解すべきであろう。なぜなら重要なのは協働で課題に取り組むことなのであって、一

方的に教える/教 わる関係ではないからである。

これに対 して、従来の学校での教科学習では、知識は抽象的で、自分とは関係のない他人事として学習

されがちである。そこでは知識は具体的な主体を媒介せずに直接獲得することを求められている。また、

非周辺参加型の総合的な学習は両者の間に位置すると思われる。というのは、そこでは共に課題に取り組

む人はいないが、獲得する知識の具体性は高いと言えるからである(図1)。

◆図1

r蹴 」な煽

共燗IJ慶

篠嚇 学習

櫨働儲

職業体験学習

具鼎撒 舳熾

撤麟 習

縦軸:学 習における他者のあり方

横軸:知 識のあり方
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5-2教 師の とらえかた

前項では、生徒たちの感想文から職業体験学習で彼/女 たちが感 じ取ったこと、学びとったことについ

て確認 してきた。いわば生徒の視点から見た職業体験学習である。これに対 して本項では、教師の視点か

ら見た職業体験学習について整理する。教師にとって前項で述べた二つの志向性はどれだけ意識され、重

要視されているのだろうか。

J中 では職業体験学習に取り組む以前から様々な職場の人への聞き取り学習を行ってきていた。そこで

目指されていたのは①実際に自分でいろいろな進路先を見学 して、進路のイメージを具体的につかむこと,

ができるようになること。そのことをきっかけに自分自身の生き方を考えられるようになること。②多様

な進路先を知ることにより、進路を主体的に考えられるようになること。そして未来への展望を持つこと

ができるようになること③進路先を取 り巻 く矛盾を知り、社会構造や差別構造を見抜く力を持てるように

なること16)、の3点 である。教師にとって生徒たちに学んでほしいことは職業体験学習でも変わっていな

い。ただ、実際に働 く体験をするということで、生徒たちの主体的な参加を重視 されている。そのために

受け入れ先の開拓は生徒本人に委ねられている。

上の目標は生徒たちの感想を見るかぎり、ある程度達成されていると言えるだろう。すなわち職業体験

によって生徒たちは、世の中の仕組みの一端を知り、何人かは自分の日常生活を振 り返 り、将来の展望を

イメージしている。また仕事先を自分で開拓 して選んだり、実際に仕事を体験することで生徒の 「主体性」

も生かされているということで教師たちは職業体験学習にはおおむね肯定的である。

教師たちには、職業体験学習は大きく言えば 「進路学習」の枠組みで捉えられている17)。進路に対する

具体的なイメージをつかむことが、体験をともなうことで、聞き取 りなどの調べ学習よりも強められてい

ると考えられている。つまり図1の 横軸に関しては 「具体的 ・状況依存的知識」の側に寄っている。しか

し、「共に課題に取 り組む具体的な他者」/「 単なる教授者」という縦軸に関しては意識されていないよ

うである。つまり学習に際しての他者の位置付けが不問、または従来の教科教育の枠組みから脱していな

いのである。「子どもたちが学校での授業では見せないようないい顔、充実した表情をしているのを見る

と職業体験学習はやめられない」 とは、ある教師の発言であるが、その理由が実践共同体の一員として認

められているところに、すなわち他者との関わりの中にあるということは気づかれていない。

このことは文部省型 「総合的な学習」案にもあてはまる。そこでは 「個性」(一人一人の興味 ・関心)

を重視するあまり、一人一人の学習を孤立化させる危険性を持っている。学習には共に課題に取り組む他

者が有効だとすれば、せっかくの学びの拡張の機会を失ってしまっているとは言えないだろうか。

6.おわりに

総合的な学習懐疑派からはよく、それが単なるお楽 しみの時間に過ぎないと批判される。しかし共通の

目標に協働していくこと、その中で自分の存在が認められているから職業体験学習は 「(しんどいけど)楽

しい」のだということを確認してきた。またそうした中でこそ、知識はいきいきとしたかたちで、自己に

関係のあるものとして獲得される可能性を持っている。しかし、文部省型 「総合的な学習」案、さらには

本稿で取 り上げた職業体験学習に対する教師の見解には、実践共同体への参加という視点は非常に薄いと

言わざるをえない。総合的な学習が従来の教科学習を越えていくためには共に課題に取り組む他者との関

わりという視点を持たねばならないだろう。

本稿では総合的な学習と従来の教科教育を異なる組織化をされた学習形態とみなして論を進めてきた。

しかしこのことは、教科教育は今のままで、そこで達成できない点を総合的な学習で補うということを意

味しない。そうではなくて、総合的な学習で見られる学習の拡張の可能性を教科教育に立ち戻って再考す

るということが重要となる。総合的な学習は教科教育を写す鏡である。本稿で確認 してきた 「共に課題に

取り組む他者」や 「具体的 ・状況依存的知識」の重視は総合的な学習だけでなく、教科教育でも担われる
べきものである。こうした視点を取り入れた総合的な学習、さらには教科教育を構築していくことが必要

ではないだろうか18)。
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〈注〉

1)「 生きる力」は1980年 代の臨教審での議論から 「新 しい学力観」への流れを汲むものであるので、「個性」を重

視するのは当然と言えよう。

2)た とえば、子安(1999)、長尾(1997)、佐藤(1996)を 参照。

3)再 生産といっても実践共同体に変化が起こらないというわけではない。実践共同体は参加者の相互作用の網の

目なのだから、参加者は一方的に社会化されるわけではなく、その実践共同体に変容 を与えうる。上野は精密

機械部品の生産工場のエスノグラフィ的研究において、新しい機械や技術がそのまま採用 されるのではなく、

いかに古い機械や技術 と接合 されて使用されているのかを明らかにする中で、実践共同体の再組織化について
9論 じている(1999

.125-162頁)。

4)実 際には以下の五つの実践共同体が事例 として紹介されている。ユカタンの産婆、ヴァイ族とゴラ族の仕立屋、

海軍の操舵手、肉加工職人、断酒中のアルコール依存症者。レイヴとウェンガーの正統的周辺参加が紹介され

る際に引き合いに出されるのは、そのわかりやすさからか仕立屋の例であることが多 く、本稿でもそれに倣 っ

た。

5)徒 弟制 とは別の原理であるとは言える。

6)こ のブラウンらの論文 とほぼ同じものを日本語訳 したと思われるものに、道又璽訳(1991『 現代思想6月 号』青

土社:62-87)が ある。そこでは 「真正の教科的活動が教育学的な見地から教室に導入されると普通その文脈は

変化してしまい、それらの活動は教室での課題となり、学校文化の一部となるのである」と訳されている。

7)こ こで生徒たちが参加 しているのは厳密にはもともとあった実践共同体Aで はない。彼らは中学生で、あくま

で一時的に体験 しているだけであり、通常のメンバーではない。彼らの参加によって人間関係の網の目の総体

である実践共同体は変化し、実践共同体A'を つくりだ していると言える。職場という実践共同体 と、学校教

育の実践共同体との問に、職業体験学習によって生まれる実践共同体は位置すると言えるだろう。

8)感 想文は教師の手が入っていない段階のものである。

9)体 験先は以下の通り。グルーピングは体験先の特徴を考慮 して筆者がおこなった。

体験先リス ト(2ヶ所で働いた生徒含7名計126→133名)*カ ッコ内は男1女

小学校 ・幼稚園 ・保育園32(2130)西 大冠小学校2桃 園小学校2西 大冠幼稚園6し ろばら幼稚園2マ リア幼稚

園2う の花養護幼稚園2春 日保育所4願 行寺保育所3下 田部保育園3ず し保育所3ひ よこ共同保育所1辻 子保

育園1保 育園or幼 稚園1病 院 ・老人ホーム9(4!5)う えだ下田部病院5サ ンガピア館(老 人保健施設)3弥

栄の郷特別老人ホーム1小 売店21(1912)ロ イヤルホームセンター6フ ィッシュオン(釣 具店)3吉 岡電化

3万 代(ス ーパー)3ミ カドスポーツ(サ ッカーショップ)2ケ アーズ ・ドラッグ(ド ラッグス トア)2レ ジ

1不 明1本 屋 ・CD屋16(1115)本 屋 「UNI」6ツ タヤ高槻店3BoQksCD治 左 衛門2エ リー ト(CDシ ョップ)

2あ けぼの書店1三 誠書店1本 屋1コ ンビニ13(6〃)セ ブンイレブン7フ ァミリーマー ト5ローソン1ペ

ット関連13(0/13)戸 田動物病院4ペ ットショップ 「ラスカル」3ペ ットショップ 「DogHouse」2ペ ットショ

ップ 「池田牧場」2ペ ットサロン高槻2フ ァース ト・フード7(710)ミ スタードーナツ7弁 当 ・パン ・ケ

ーキ屋5(4/1)ホ ット・キッチン(弁 当屋)2ス イス ・ベーカリー2ド エル(洋 菓子)1理 容店 ・美容室2

(0/2)イ マジン1カ ット・ハウス1そ の他15(1510)高 槻セントラル(映 画館 ・カラオケ)5交 通科学博物

館4農 業3大 阪トヨペット2加 藤商会1

10)「 しんどい」 という言葉からは、かなりの限界にまで達した苦 しさやつらさをイメージするかもしれないが、

「関西圏」ではわりと簡単にこの言葉を使う。それほど極端な言葉ではないことを断っておく。

1D職 業体験学習以外にもこうした例はある。たとえば、「学級劇をつくろう」 という実践は 「劇をよいものにし

ていく」という一つの目標に協働で取 り組むもので、個人個人の上達は実践共同体そのもの向上であり、その

成果(劇 の出来)も 共有されている(筆 者がフィールドとしている小学校の一つでの実践例一6年生)。

12)こ こでいう 「抽象的」な知識 とは、状況を超えてどこでも通用するものと信じられ、学校で学習されている知

識であ り、ゆえに通常 「抽象的」と言われているが、実際には学校独特の状況に埋め込まれた具体的な知識で

ある。

13)ブ ラウンらは、学校での学習の前提 には以下のような知識観があると述べている。すなわち 「知識は個別的な

ものであり、自己完結 していること、学校は学習対象に関して中立であること、概念は抽象的なもので比較的

固定されており、獲得され使用される際の活動には影響を受けないこと、ごく普通の人の行動は望 ましくない
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ものとして退けること」(訳 書.1992.44頁)な どである。

14)こ うした 「どこでも通用する知識」は、実はどこでも通用 しないのではないかということが認知心理学の分野

では証明されつつあるようである。例えば、 レイヴ(訳 書.1995)の2章 、3章 を参照。

15)し たがって職業体験学習は基本的に 「日常生活での学習」の牲格を有 していることがわかる。

16)高 槻市立城南中学校(1997)よ り。

17)職 業体験を含むより大きな学習過程は、「人権学習」としても捉えられている。

18)フ レイレ(訳 書。1979)の識字教育はこうした視点 を徹底 した実践 として位置づけることが出来るだろう。彼の

実践は脱文脈的な学習の典型 と一般に思われている文字を読む/書 くということにまで、学習者たちが生きる

中での共同の課題を認識し、解決することを重なり合わせているのである。
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betw㏄nconventionalclassworkand``workexper孟ence"andalsoillustratehow``workexperience"holdsthe
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